
史
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目
次
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引
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本

文

編
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Ⅲ

テ
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マ

別

代

Ⅳ

作

品

年

表
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Ⅴ

作

品

名

索
引

上
段

下
段

雑
誌
・
共
作
・
共
訳

目
次

●
戯
作
文
学

／

■
写
実
主
義

／

言
文
一
致

啓
蒙
思
想

『
新
体
詩
抄
』

1

1

2

●
新
体
詩

／

擬
古
典
的
写
実
主
義

政
治
小
説

「
我
楽
多
文
庫
」

2

1

2

理
想
主
義

／

擬
古
典
主
義

明
六
社

「
し
が
ら
み
草
紙
」

2

2

3

●
初
期
浪
漫
主
義

民
友
社

「
め
ざ
ま
し
草
」

3

2

3

●
「
文
学
界
」
派

政
教
社

『
於
母
影
』

4

2

3

観
念
小
説

／

■
前
期
自
然
主
義

「
万
朝
報
」

「
文
学
界
」

5

2

4

■
写
生
主
義

〈
記
録
文
学
〉

「
女
学
雑
誌
」

6

5

4

●
中
期
浪
漫
主
義

柳
田
国
男

「
ア
ラ
ラ
ギ
」

7

5

6

■
自
然
主
義

◆
竹
柏
会

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

8

7

6

新
劇
運
動

■
文
芸
協
会

●
自
由
劇
場

国
木
田
独
歩

「
明
星
」

9

8

7

◆
高
踏
派
＝
余
裕
派
（
漱
石
）

〈
評
論
〉

「
心
の
花
」

10

9

7

◆
高
踏
派
＝
余
裕
派
（
鷗
外
）

漱
石
山
脈

「
青
鞜
」

11

10

9

■
車
前
草
社

／

■
奇
磧
派

谷
崎
潤
一
郎

「
ス
バ
ル
」

12

12

12

●
後
期
浪
漫
主
義

／

●
ス
バ
ル
派

「
三
田
文
学
」

12

13

●
耽
美
主
義

／

■
自
然
主
義
「
早
稲
田
文
学
」
派

「
早
稲
田
文
学
」

13

13

●
「
白
樺
」
派

倉
田
百
三

「
白
樺
」

14

14

14

「
新
思
潮
」
派

「
赤
い
鳥
」

「
新
思
潮
」

15

15

15

■
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

【
児
童
文
学
】

「
赤
い
鳥
」

16

15

15

●
新
感
覚
派

／

●
新
興
芸
術
派

「
種
蒔
く
人
」

17

16

●
新
心
理
主
義

／
●
「
四
季
」
派

宮
沢
賢
治

「
文
芸
戦
線
」

18

17

16

●
行
動
主
義

「
戦
旗
」

18

16

●
大
衆
文
学

／

■
転
向
文
学

／

◎
日
本
浪
漫
派

芥
川
賞
・
直
木
賞

「
文
芸
時
代
」

19

19

17

●
銃
後
文
学
報
国
運
動

／

◎
新
戯
作
派

〈
風
俗
小
説
〉

「
四
季
」

20

20

18

戦
後
文
学

■
第
一
次
戦
後
派

「
人
民
文
庫
」

「
日
本
浪
漫
派
」

21

20

19

▲
第
二
次
戦
後
派

◆
第
三
の
新
人

「
人
民
文
庫
」

22

22

20

▲
現
代
小
説

【
児
童
文
学
】

「
近
代
文
学
」

23

23

21
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［
記
号
の
意
味
］

●
浪
漫
主
義
的
・
反
自
然
主
義
的

■
自
然
主
義
的
・
写
実
的
・
反
体
制
的

両
面
を
持
つ
も
の

◎
右
翼

▲
作
家
毎
に
別
傾
向

¨

冒
頭
→
作
品
冒
頭
・
引
用

別
項
目
参
照

＃
不
要

▼
重
要
な
年
号

CF

げ

さ

く

●

勧
善
懲
悪
主
義

戯
作
文
学

啓
蒙
思
想

（
明
治
初
期
）

か

な

が
き

ろ
ぶ
ん

あ

ぐ

ら

仮
名
垣
魯
文
『
西
洋
道
中
膝
栗
毛
』

『
安
愚
楽
鍋
』

り
ゅ
う
き
ょ
う
し
ん
し

成
島

柳
北
『
柳
橋
新
誌
』

加
藤

弘
之
『
立
憲
政
体
略
』

『
人
権
新
説
』

■

客
観
描
写

中
村
正
直
訳
（
ス
マ
イ
ル
ズ
）

写
実
主
義

『
西
国
立
志
編
』

か
た
ぎ

ま
さ
な
お

坪
内

逍
遥
『
小
説
神
髄
』
評
論

『
当
世
書
生
気
質
』

中
村
正
直
訳
（
ミ
ル
）

き
り
ひ
と
は

『
細
君
』

『
桐
一
葉
』

『
自
由
之
理
』

づ
く
し

※
沙
翁
（
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
）
作
品
の
翻
訳

福
沢

諭
吉
『
世
界
国
尽
』

※
〔
文
芸
協
会
〕
設
立
（
抱
月
、
須
磨
子
ら
と
）

新
劇
運
動

『
西
洋
事
情
』1866K02

CF

p9

※
「
早
稲
田
文
学
」
設
立

・
鷗
外
と
没
理
想
論
争

『
学
問
の
す
す
め
』

『
文
明
論
之
概
略
』

あ
ま
ね

二
葉
亭
四
迷
『
小
説
総
論
』
評
論

ベ
リ
ン
ス
キ
ー
（
露
）
理
論
が
基
礎

西

周
『
百
一
新
論
』

『
浮
雲
』

だ
調
・
言
文
一
致

植
木

枝
盛
『
民
権
自
由
論
』

ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
『
あ
ひ
ゞ
き
』
『
め
ぐ
り
あ
い
』
の
翻
訳

中
江
兆
民
訳
（
ル
ソ
ー
）

そ
の
お
も
か
げ

『
平
凡
』

『
其
面
影
』

『
民
約
訳
解
』

ゆ
う
は
ん

『
一
年
有
半
』

逍
遥
、
四
迷
と
も
に
文
芸
理
論
の
作
品
化
に
失
敗

言
文
一
致

政
治
小
説

だ

調

二
葉
亭
四
迷
『
浮
雲
』

り
ゅ
う
け
い

け
い
こ
く

で

す

調

山
田

美
妙
『
武
蔵
野
』

『
夏
木
立
』

矢
野

龍
渓
『
経
国
美
談
』

さ
ん
し

か
じ
ん

の

き
ぐ
う

で
あ
る
調

尾
崎

紅
葉
『
二
人
女
房
』

『
多
情
多
恨
』

東
海

散
士
『
佳
人
之
奇
遇
』

て
っ
ち
ょ
う

せ
っ
ち
ゅ
う
ば
い

末
広

鉄
腸
『
雪
中
梅
』

か

か
ん
お
う

『
花
間
鴬
』

- 2 -

め
い
ろ
く
し
ゃ

●

『
新
体
詩
抄
』
▼1882M15

明
六
社

▼1873M06

新
体
詩

あ
り
の
り

森

有
礼

と
や
ま

ま
さ
か
ず

外
山
正
一
・
矢
田
部
良
吉
・
井
上
哲
次
郎

福
沢

諭
吉

加
藤

弘
之

ま
さ
な
お

中
村

正
直

¨

擬
古
典
的
写
実
主
義

あ
ま
ね

西

周

け
ん
ゆ
う
し
ゃ

が

ら
く
た

硯
友
社
…
…
機
関
誌
「
我
楽
多
文
庫
」

※
硯
友
社
［
明

］
尾
崎
紅
葉
を
中
心
と
す
る
日
本
初
の
文
学
結
社
。

川
上
音
次
郎
「
オ
ッ
ペ
ケ
ペ
節
」

18

こ
う
ろ

※
明
治

年
代
を
〈
紅
露
時
代
〉
と
い
う
（
尾
崎
「
紅
」
葉
、
幸
田
「
露
」
伴
）

20

に

に
ん
び

く

に

い
ろ
ざ
ん
げ

き
ゃ
ら
ま
く
ら

そ
ほ
う

尾
崎

紅
葉
『
二
人
比
丘
尼
色
懺
悔
』

『
伽
羅
枕
』

民
友
社

徳
富

蘇
峰

〈
平
民
主
義
〉

『
二
人
女
房
』

『
三
人
妻
』

※
「
国
民
之
友
」
創
刊

こ
ん
じ
き
や

し
ゃ

『
多
情
多
恨
』

『
金
色
夜
叉
』

※
後
に
国
権
主
義
に
転
向

ろ

か

※
徳
冨
蘆
花
の
兄

兄
弟
で
「
富
」･

「
冨
」

山
田

美
妙
『
武
蔵
野
』

『
夏
木
立
』

こ
ち
ょ
う

『
胡
蝶
』

政
教
社

三
宅

雪
嶺

志
賀

重
昴

小
栗

風
葉
『
寝
化
粧
』

『
世
話
女
房
』

杉
浦

重
剛

井
上

円
了

い
わ
や

さ
ざ
な
み

ば
な
し

巖
谷

小
波
『
こ
が
ね
丸
』

『
日
本
昔
噺
』

◎
「
日
本
人
」
創
刊

理
想
主
義
／
擬
古
典
主
義

よ
ろ
ず
ち
ょ
う
ほ
う

る
い
こ
う

「
万
朝
報
」
黒
岩
涙
香
▼1892M25

つ
ゆ
だ
ん
だ
ん

幸
田

露
伴
『
露
団
々
』

『
風
流
仏
』

翻
案
・
探
偵
小
説

そ
ら

『
五
重
の
塔
』
『
天
う
つ
波
』
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●

〈
浪
漫
主
義
〉

初
期
浪
漫
主
義

森

鷗

外
「
し
が
ら
み
草
紙
」

Ｍ

年
代
…
（
初
期
）
「
文
学
界
」
派

20

p4

※
森
鷗
外
、
尾
崎
紅
葉
、
落
合
直
文
、
幸
田
露
伴
、
山
田
美
妙

Ｍ

年
代
…
（
中
期
）
「
明
星
」
派

30

p7

※
坪
内
逍
遥
と
の
〈
没
理
想
論
争
〉

Ｍ

年
代
…
（
後
期
）
「
ス
バ
ル
」
派

40

p12

「
め
ざ
ま
し
草
」

「
三
田
文
学
」
派

ã

p13

※
ド
イ
ツ
三
部
作

『
舞
姫
』
▼1890M23
『
う
た
か
た
の
記
』

『
文
づ
か
ひ
』

ア
ン
デ
ル
セ
ン
（
デ
）
『
即
興
詩
人
』
翻
訳

新
声
社
（
Ｓ･

Ｓ･

Ｓ
）
ス
リ
ー
エ
ス
結
成

鷗
外
、
落
合
直
文
、
小
金
井
喜
美
子

お

も

か
げ

翻
訳
詩
集
『
於
母
影
』

鷗
外
は
高
踏
派
へ

高
踏
派
＝
余
裕
派

ã

CF

p10

・
創
作
を
一
時
中
断
し
た
が
、
漱
石
の
作
家
活
動
に
刺
激
を
受
け
て
再
開
。

ち
ょ
ぎ
ゅ
う

高
山

樗
牛
…
…
ニ
ー
チ
ェ
の
影
響

『
瀧
口
入
道
』

『
美
的
生
活
を
論
ず
』
評
論

- 4 -

「
文
学
界
」
派

●

雑
誌
「
文
学
界
」
〔
明

〕
の
浪
漫
主
義
的
文
芸
グ
ル
ー
プ

25

内
田
魯
庵
訳
（
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
）

ぜ
ん
じ

に
ん
げ
つ

ろ
あ
ん

前
身
雑
誌
「
女
学
雑
誌
」

岩
本
善
治
、
石
橋
忍
月
、
内
田
魯
庵

『
罪
と
罰
』

あ
い
ざ
ん

と
う
こ
く

山
路
愛
山
、
星
野
天
知
、
北
村
透
谷

そ
し
ゅ
う
の

う
た

ほ
う
ら
い
き
ょ
く

ひ
や
く

北
村

透
谷
『
楚
囚
之
詩
』

『
蓬
莱
曲
』
劇
詩

恋
愛
は
人
世
の
秘
鑰
な
り
、
恋
愛
あ
り
て
後
人
世
あ
り
。

え
ん
せ
い
し

か

ぬ

『
厭
世
詩
家
と
女
性
』

冒
頭
→

恋
愛
を
抽
き
去
り
た
ら
む
に
は
人
生
何
の
色
味
か
あ
ら
む
。

あ
い
わ
た
る

い
い

『
人
生
に
相
渉
る
と
は
何
の
謂
ぞ
』
評
論

※
山
路
愛
山
と
論
争

（
『
厭
世
詩
家
と
女
性
』
）

『
内
部
生
命
論
』
評
論

上
田

敏
『
渦
巻
』
翻
訳
詩
集

『
海
潮
音
』
翻
訳
詩
集

〈
キ
リ
ス
ト
教
文
学
〉

徳
冨

蘆
花
…
…
ト
ル
ス
ト
イ
の
影
響

徳
富
蘇
峰

CF

p2

ほ
と
と
ぎ
す

島
崎

藤
村
『
若
菜
集
』
詩

『
一
葉
舟
』
詩

『
不
如
帰
』
（
流
行
小
説
）

『
夏
草
』
詩

『
落
梅
集
』
詩

『
思
出
の
記
』

『
自
然
と
人
生
』

※
藤
村
は
詩
業
が
完
成
の
域
に
達
し
た
後
は
自
然
主
義
の
小
説
家
へ

自
然
主
義

『
黒
潮
』

CF

p8

『
み
み
ず
の
た
は
ご
と
』

〔
筆
客
〕

お
ほ
も
ん

樋
口

一
葉
『
大
つ
ご
も
り
』

『
十
三
夜
』

廻
れ
ば
大
門
の
見
返
り
柳
い
と
長
け
れ
ど
、
お
歯
ぐ
ろ

ど
ぶ

『
た
け
く
ら
べ
』

冒
頭
→

『
に
ご
り
ゑ
』

溝
に
燈
火
う
つ
る
三
階
の
騒
ぎ
も
手
に
取
る
如
く
、
…
…

（
『
た
け
く
ら
べ
』
）
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紅
露
時
代
後
の
硯
友
社
の
若
手
の
新
傾
向
（
写
実
主
義
）

〈
記
録
文
学
〉

¨

観
念
小
説

松
原
岩
五
郎
『
最
暗
黒
の
東
京
』
＃

て
り
は

の

泉

鏡

花
『
夜
行
巡
査
』

『
外
科
室
』

『
照
葉
狂
言
』

横
山
源
之
助
『
日
本
之
下
層
社
会
』
▼1899M32

ゆ
し
ま
も
う
で

こ
う
や
ひ
じ
り

お
ん
な

『
湯
島
詣
』

『
高
野
聖
』

『
婦
系
図
』

農
商
務
省
編
『
職
工
事
情
』
＃

う
た
あ
ん
ど
ん

『
歌
行
燈
』

細
川
和
喜
蔵
『
女
工
哀
史
』
＃

お
お
さ
か
づ
き

川
上

眉
山
『
書
記
官
』

『
大
盃
』

『
う
ら
お
も
て
』

へ
め
で
ん

と
か
げ

広
津

柳
浪
『
変
目
伝
』

『
黒
蜥
蝪
』

※
観
念
的
深
刻
小
説

『
今
戸
心
中
』

〈
自
然
主
義
〉

■

ゾ
ラ
イ
ズ
ム

ゾ
ラ
（
仏
）
『
居
酒
屋
』1877

前
期
自
然
主
義

『
ナ
ナ
』1880

永
井

荷
風
『
地
獄
の
花
』

耽
美
主
義
、
「
三
田
文
学
」
へ

Ｍ

年
代
中
頃
（
前
期
）

cf
p13

30
Ｍ

年
以
降

（
盛
期
）

39

cf
p8

島
崎
藤
村
『
破
戒
』
▼1906M39

※
社
会
小
説
・
自
己
告
白

小
杉

天
外
『
は
つ
姿
』

『
は
や
り
唄
』

『
魔
風
恋
風
』

田
山
花
袋
『
蒲
団
』

大
正
時
代

（
衰
退
期
）
私
小
説
化
cf
p13

柳
田

国
男
『
遠
野
物
語
』

- 6 -

■

「
明
星
」
派
の
浪
漫
主
義
に
対
抗
し
リ
ア
リ
ズ
ム
の
歌
風

写
生
主
義

正
岡

子
規

万
葉
復
帰
運
動

根
岸
短
歌
会

│し
ょ

『
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
』
評
論
▼1898M31

引
用
→

『
春
夏
秋
冬
』

『
病
床
六
尺
』

貫
之
は
下
手
な
歌
よ
み
に
て
『
古
今
集
』
は
く
だ
ら
ぬ
集

だ
っ
さ
い
し
ょ
お
く

・
新
聞
「
日
本
」
の
一
員
『
獺
祭
書
屋
俳
話
』

に
有
之
候
。

（
『
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
』
）

《
柿
喰
え
ば

鐘
が
鳴
る
な
り

法
隆
寺
》

か
わ
ひ
が
し
へ
き
ご
と
う

《
鶏
頭
の

十
四
五
本
も

あ
り
ぬ
べ
し
》

河
東
碧
梧
桐
『
三
千
里
』

《
痰
一
斗

へ
ち
ま
の
水
も

ま
に
あ
わ
ず
》
辞
世
の
句

伊
藤
左
千
夫
『
野
菊
の
墓
』
小
説

長

塚

節
『
土
』
小
説

し
ゃ
っ
こ
う

根
岸
短
歌
会
（
万
葉
調
）

正
岡
子
規

伊
藤
左
千
夫
（
〈
叫
び
〉
の
説
）

斉
藤

茂
吉
『
赤
光
』

た
か
し

し
ゃ
く

ち
ょ
う
く
う

長

塚

節
（
〈
冴
え
〉
の
説
）

釈

迢
空
『
海
や
ま
の
あ
ひ
だ
』

『
古
代
感
愛
集
』

や
ま
と

※
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
派

伊
藤
左
千
夫
を
中
心
に
雑
誌
創
刊

『
倭
を
ぐ
な
』

あ

し

び

あ

ら

ら

ぎ

「
馬
酔
木
」

「
ア
カ
ネ
」

「
阿
羅
々
木
」

「
ア
ラ
ラ
ギ
」

『
死
者
の
書
』
小
説

ã

ã

ã

※
民
俗
学
者
（
折
口
信
夫
）

し
の
ぶ

長
塚
節
・
島
木
赤
彦
・
土
屋
文
明
・
斉
藤
茂
吉
・
釈
迢
空
（
折
口
信
夫
）

※
和
歌
に
句
読
点
を
採
用

葛
の
花

踏
み
し
だ
か
れ
て
、
色
あ
た
ら
し
。

て
い
じ
ょ

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
派
（
俳
句
）
正
岡
子
規

高
浜

虚
子

中
村

汀
女

こ
の
山
道
を
行
き
し
人
あ
り
。

（
迢
空
）

そ
う
じ
ょ
う

（
日
本
派
）

日
野

草
城

だ
こ
つ

飯
田

蛇
笏

き
じ
ょ
う

村
上

鬼
城
《
冬
蜂
の

死
に
と
こ
ろ
な
く

歩
み
け
り
》
境
涯
俳
句

く
さ
た

お

中
村
草
田
男
《
降
る
雪
や

明
治
は
遠
く

な
り
に
け
り
》

し
ゅ
う
お
う
し

あ

し

び

水
原
秋
桜
子
「
馬
酔
木
」
革
新

せ
い
し

山
口

誓
子

夏
目
漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

虚
子
の
勧
め
で
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
寄
稿

高
踏
派

CF

p10

p11

へ
き
ご
と
う

い

せ
ん
す
い

河
東
碧
梧
桐
（
新
傾
向
俳
句
運
動
）

荻
原
井
泉
水
（
自
由
律
俳
句
）
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●

あ
さ
香
社

落
合
直
文
・
与
謝
野
鉄
幹

中
期
浪
漫
主
義

や

い
ち

な
ん
き
ょ
う
し
ん
し
ょ
う

新
詩
社
の
前
身
的
結
社

会
津
八
一
『
南
京
新
唱
』

ろ
く
め
い

『
鹿
鳴
集
』

「
明
星
」
派

新
詩
社
〔
明

〕
与
謝
野
鉄
幹
の
詩
歌
結
社

※
万
葉
調

和
歌
の
ひ
ら
が
な
表
記

32

機
関
誌
「
明
星
」
（
古
今
調
）

根
岸
短
歌
会
に
対
抗

Û

ち
か
づ
き
て

あ
ふ
ぎ

み
れ

ど
も

み
ほ
と
け

の

ね

げ
ん
こ
う

与
謝
野
鉄
幹
『
亡
国
の
音
』

『
東
西
南
北
』

『
天
地
玄
黄
』

み
そ
な
は
す

と
も

あ
ら

ぬ

さ
び
し
さ

（
八
一
）

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』
「
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」

す
す
き
だ

き
ゅ
う
き
ん

薄
田

泣
菫
『
暮
笛
集
』

『
二
十
五
絃
』

『
白
羊
宮
』

柔
肌
の

熱
き
血
潮
に

触
れ
も
み
で

蒲
原

有
明
『
草
わ
か
ば
』

『
独
絃
哀
歌
』

寂
し
か
ら
ず
や

道
を
説
く
君

（
晶
子
）

『
春
鳥
集
』

『
有
明
集
』

う
つ
ぼ

窪
田

空
穂
『
ま
ひ
る
野
』

石
川

啄
木
『
一
握
の
砂
』

『
悲
し
き
玩
具
』

は
た
ら
け
ど

へ
い
そ
く

『
あ
こ
が
れ
』

『
時
代
閉
塞
の
現
状
』
評
論

は
た
ら
け
ど
猶
わ
が
生
活
楽
に
な
ら
ざ
り

吉

井

勇
『
酒
ほ
が
ひ
』

『
午
後
三
時
』

ぢ
っ
と
手
を
見
る

（
啄
木
）
三
行
書
き

高
村
光
太
郎
『
道
程
』

『
典
型
』

『
智
恵
子
抄
』
▼1941S16

萩
原
朔
太
郎
『
月
に
吠
え
る
』

『
青
猫
』

▼
竹
柏
会
…
…
根
岸
短
歌
会
の
万
葉
風
と
新
詩
社
の

『
氷
島
』

『
詩
の
原
理
』
評
論

古
今
風
と
の
中
間
。
機
関
誌
「
心
の
花
」

堀
口

大
学
「
月
光
と
ピ
エ
ロ
」

『
月
下
の
一
群
』
翻
訳
詩
集

つ
ち
い
／
ど
い
ば
ん
す
い

う
じ
ょ
う

り
げ
ん

土
井

晩
翠
『
天
地
有
情
』

『
暁
鐘
』

佐
々
木
信
綱
・
木
下
利
玄
・
川
田
順

岡
本
か
の
子
『
鶴
は
病
み
き
』
＃

『
老
妓
抄
』
＃

『
家
霊
』

『
生
々
流
転
』

北
原

白
秋
『
邪
宗
門
』

『
思
ひ
出
』

北
原

白
秋
『
邪
宗
門
』

CF

『
東
京
景
物
詩
』
（
＝
『
雪
と
花
火
』
）

芥
川
龍
之
介
『
邪
宗
門
』

p15

キ
ラ
ラ

『
桐
の
花
』

『
雲
母
集
』

高
橋

和
己
『
邪
宗
門
』

p24

木
下
杢
太
郎
『
食
後
の
唄
』

『
南
蛮
寺
門
前
』

佐
藤

春
夫
『
殉
情
詩
集
』

『
車
塵
集
』

北
原
白
秋
、
木
下
杢
太
郎
、
佐
藤
春
夫
は
の
ち
「
三
田
文
学
」
派
へ

CF

p13

- 8 -

自
然
主
義

■

写
実
主
義
＋
（
社
会
小
説
・
自
己
告
白
）
＋
私
生
活

私
小
説

ã

う
し
ま
つ

蓮
華
寺
で
は
下
宿
を
兼
ね
た
。
瀬
川
丑
松
が
急
に
転
宿

は
か
い

島
崎

藤
村
『
破
戒
』
▼1906M39

※
本
格
的
リ
ア
リ
ズ
ム

冒
頭
→

を
思
い
立
っ
て
、
借
り
る
こ
と
に
し
た
部
屋
と
い
う
の
は
、

『
春
』

『
家
』

『
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
』
随
筆

そ
の
蔵
裏
つ
づ
き
に
あ
る
二
階
の
角
の
と
こ
ろ
。
寺
は
…
…

『
桜
の
実
の
熟
す
る
時
』

『
新
生
』

『
嵐
』

（
『
破
戒
』
）

『
夜
明
け
前
』

冒
頭
→

そ
ば

『
東
方
の
門
』

詩
人
と
し
て
の
藤
村
（
「
文
学
界
」
派
）

木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
。
あ
る
と
こ
ろ
は
岨

CF

p4

づ
た
い
に
行
く
崖
の
道
で
あ
り
、
あ
る
と
こ
ろ
は
数
十
間

じ
ゅ
う
え
も
ん

田
山

花
袋
『
重
右
衛
門
の
最
後
』

『
蒲
団
』

『
田
舎
教
師
』

の
深
さ
に
臨
む
木
曽
川
の
岸
で
あ
り
、
あ
る
と
こ
ろ
は
…
…

『
生
』

『
妻
』

『
縁
』

（
『
夜
明
け
前
』
）

ほ
う
め
い

岩
野

泡
鳴
『
耽
溺
』

国
木
田
独
歩
（
ロ
シ
ア
文
学
の
影
響
）

『
源
を
ぢ
』

あ
ら
じ
ょ
た
い

か
び

た
だ
れ

じ
ゃ
が
い
も

徳
田

秋
声
『
新
所
帯
』

『
黴
』

『
爛
』

『
牛
肉
と
馬
鈴
薯
』

『
あ
ら
く
れ
』

『
縮
図
』

『
足
迹
』

『
忘
れ
え
ぬ
人
々
』

『
仮
装
人
物
』

（
硯
友
社
出
身
）

『
武
蔵
野
』

CF

p2

『
運
命
論
者
』

ど

こ

正
宗

白
鳥
『
何
処
へ
』

『
泥
人
形
』

『
微
光
』

『
春
の
鳥
』

ぎ
ゅ
う

『
生
ま
ざ
り
し
な
ら
ば
』

『
牛
部
屋
の
匂
ひ
』

『
独
歩
集
』
作
品
集

「
早
稲
田
文
学
」
へ

『
号
外
』

CF

p13

せ
い
か

真
山

青
果
『
南
小
泉
村
』

『
運
命
』

『
竹
の
木
戸
』

あ
ざ
む

『
欺
か
ざ
る
の
記
』
日
記

※
初
期
の
ロ
マ
ン
主
義
か
ら
晩
年
は

自
然
主
義
的
に
な
る



- 9 -

新
劇
運
動

■
文
芸
協
会
〔
明

〕
39

※
坪
内
逍
遥
、
島
村
抱
月
、
松
井
須
磨
子
等
を
中
心
と
し
、
演
劇
・
文
学
・
美
術
の
研
究

・
実
演
を
行
う
。
イ
プ
セ
ン
『
人
形
の
家
』
、
ト
ル
ス
ト
イ
『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』

『
復
活
』
、
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
等
を
上
演
。

〈
評
論
〉

坪
内
逍
遥

西
田
幾
太
郎
『
善
の
研
究
』

ほ
う
げ
つ

す

ま

こ

島
村
抱
月
・
松
井
須
磨
子

の
ち
に
芸
術
座
を
作
る
〔
大

〕

和
辻

哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
の
研
究
』

2

沢
田
正
二
郎

『
古
寺
巡
礼
』

『
風
土
』

●
自
由
劇
場
〔
明

〕

阿
部

次
郎
『
三
太
郎
の
日
記
』

42

お

さ

な
い

※
小
山
内
薫
、
市
川
左
団
次
（
二
代
目
）
に
よ
る
新
劇
劇
団
。
イ
プ
セ
ン
、
チ
エ
ホ
フ
な
ど
の

西
洋
近
代
劇
を
研
究
・
実
演
。

ら
い
て
ふ

は
る
こ

平
塚
雷
鳥
（
明
子
）
…
…
女
性
解
放
運
動

ひ
じ
か
た
よ

し

小
山
内
薫

の
ち
に
土
方
与
志
と
築
地
小
劇
場
を
作
る
〔
大

〕

「
元
始
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
」

13

せ
い
と
う

※
雑
誌
「
青
鞜
」
▼1911M44-T05

創
刊
号
序
文

田
村
俊
子
『
あ
き
ら
め
』
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◆

＝

（
漱
石
・
鷗
外
）

高
踏
派

余
裕
派

夏
目

漱
石
（
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
）

一
高
の
同
級
生
、
正
岡
子
規
が
俳
句
の
師
で
あ
っ
た
関
係

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

虚
子
の
勧
め
で
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
寄
稿

で
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
を
舞
台
に
文
壇
的
ス
タ
ー
ト
。

ろ
ん
ど
ん
と
う

『
倫
敦
塔
』

ま
ぼ
ろ
し

『
幻
影
の
盾
』

親
譲
り
の
無
鉄
砲
で
子
供
の
時
か
ら
損
ば
か
り
し
て
居

か
い
ろ

こ
う

『
薤
露
行
』

る
。
小
学
校
に
居
る
時
分
学
校
の
二
階
か
ら
飛
び
降
り
て

『
坊
つ
ち
や
ん
』

→
冒
頭

（
『
坊
つ
ち
や
ん
』
）

よ
う
き
ょ

『
漾
虚
集
』

山
路
を
登
り
な
が
ら
、
こ
う
考
え
た
。

さ
お

『
草
枕
』

→
冒
頭

智
に
働
け
ば
角
が
立
つ
。
情
に
棹
さ
せ
ば
流
さ
れ
る
。

『
二
百
十
日
』

意
地
を
通
せ
ば
窮
屈
だ
。
と
か
く
に
人
の
世
は
住
み
に
く

の

わ
き

『
野
分
』

い
。

（
『
草
枕
』
）

『
文
学
論
』
評
論

ぐ

び

じ
ん
そ
う

『
虞
美
人
草
』

東
大
講
師
か
ら
朝
日
新
聞
社
に
転
じ
た
第
一
作

『
坑
夫
』

〈
漱
石
山
脈
〉
漱
石
の
弟
子
達

・
木
曜
会

『
夢
十
夜
』

寺
田

寅
彦
（
物
理
学
者
）

鈴
木
三
重
吉
（
児
童
文
学
者
）

「
赤
い
鳥
」

CF

p15

※
前
期
三
部
作

阿
部

次
郎
（
評
論
家
）

『
三
太
郎
の
日
記
』

CF

p9

『
三
四
郎
』

『
そ
れ
か
ら
』

『
門
』

芥
川
龍
之
介
（
小
説
家
）

「
新
思
潮
」
派

CF

p15

講
演
『
現
代
日
本
の
開
化
』

久
米

正
雄
（
小
説
家
）

「
新
思
潮
」
派

CF

p15

※
後
期
三
部
作

ひ

が
ん
す
ぎ
ま
で

こ
う
じ
ん

『
彼
岸
過
迄
』

『
行
人
』

『
心
』

→
冒
頭

私
は
そ
の
人
を
常
に
先
生
と
呼
ん
で
い
た
。
だ
か
ら
こ

こ
で
も
た
だ
先
生
と
書
く
だ
け
で
本
名
は
打
ち
明
け
な
い

ガ
ラ
ス

『
硝
子
戸
の
中
』

『
道
草
』

『
明
暗
』
（
未
完
）

（
『
心
』
）

そ
く
て
ん
き
ょ
し

の
っ
と

わ
た
く
し

※
則
天
去
私

天
（
自
然
）
に
則
り
、
私
（
エ
ゴ
イ
ズ
ム
）
を
去
る
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◆

＝

（
漱
石
・
鷗
外
）

高
踏
派

余
裕
派

森

鷗

外
（
ド
イ
ツ
へ
留
学
）

※
ド
イ
ツ
三
部
作

初
期
浪
漫
主
義

CF

p3

つ
く
え

『
舞
姫
』
▼1890M23

→
冒
頭

石
炭
を
ば
早
や
積
み
果
て
つ
。
中
等
室
の
卓
の
ほ
と
り

し

ね
つ
と
う

い
た
づ
ら

『
う
た
か
た
の
記
』

『
文
づ
か
ひ
』

は
い
と
靜
に
て
、
熾
熱
燈
の
光
の
晴
れ
が
ま
し
き
も
徒
な

ア
ン
デ
ル
セ
ン
『
即
興
詩
人
』
翻
訳

※
作
家
活
動
を
一
時
中
断

り
。

（
『
舞
姫
』
）

『
う
た
日
記
』

『
半
日
』

『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』

※
発
禁
処
分

『
生
田
川
』

「
三
田
文
学
」
派

CF

p13

も
う
ぞ
う

『
青
年
』

『
妄
想
』

『
雁
』

か
い
じ
ん

『
灰
燼
』

『
か
の
や
う
に
』

ゲ
ー
テ
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
翻
訳

ま
れ
す
け

〈
歴
史
小
説
〉

乃
木
希
典
の
明
治
天
皇
へ
の
殉
死
に
刺
激
を
受
け
て
執
筆
開
始

お
き

つ

や

ご

え

も

ん

『
興
津
弥
五
右
衛
門
の
遺
書
』

『
阿
部
一
族
』

ご

じ

い
ん
は
ら

か
た
き
う
ち

『
護
寺
院
原
の
敵
討
』

『
大
塩
平
八
郎
』

『
堺
事
件
』

『
安
井
夫
人
』

『
栗
山
大
膳
』

『
山
椒
大
夫
』

※
工
場
法
批
判

→
冒
頭

越
後
の
春
日
を
経
て
今
津
へ
出
る
道
を
、
珍
し
い
旅
人

ぎ
ょ
げ
ん
き

こ

『
魚
玄
機
』

※
進
歩
的
女
性
を
扱
う

の
一
群
が
歩
い
て
ゐ
る
。
母
は
三
十
歳
を
踰
え
た
ば
か
り

『
ぢ
い
さ
ん
ば
あ
さ
ん
』

『
最
後
の
一
句
』

の
女
で
、
二
人
の
子
供
を
連
れ
て
ゐ
る
。
（
『
山
椒
大
夫
』
）

か
ん
ざ
ん
じ
っ
と
く

『
寒
山
拾
得
』

『
高
瀬
舟
』

※
安
楽
死
を
扱
う

〈
史
伝
〉

し
ぶ
え
ち
ゅ
う
さ
い

『
澁
江
抽
斎
』

『
伊
澤
蘭
軒
』

か
て
い

『
北
條
霞
亭
』

- 12 -

■

自
然
主
義
短
歌

車
前
草
社

お
の
え

さ
い
し
ゅ
う

尾
上

柴
舟
『
永
日
』

前
田

夕
暮
『
収
穫
』

若
山

牧
水
『
別
離
』

谷
崎
潤
一
郎

（
耽
美
主
義
・
芸
術
至
上
主
義
）

『
異
端
者
の
悲
し
み
』

『
痴
人
の
愛
』

し
せ
い

■

「
早
稲
田
文
学
」
派

『
刺
青
』

奇
磧
派
CF

p13

『
少
年
』

き
り
ん

葛
西

善
蔵
『
子
を
つ
れ
て
』

『
哀
し
き
父
』

『
麒
麟
』

宇
野

浩
二
『
蔵
の
中
』

『
子
を
貸
し
屋
』

『
悪
魔
』

た
で

広
津

和
郎
『
神
経
病
時
代
』

『
蓼
喰
ふ
虫
』

壇

一
雄

『
卍
』

『
盲
目
物
語
』

『
吉
野
葛
』

あ
し
か
り

『
蘆
刈
』

い
ん
え
い
ら
い
さ
ん

『
陰
翳
礼
賛
』
評
論

し
ゅ
ん
き
ん
し
ょ
う

『
春
琴
抄
』

さ
さ
め
ゆ
き

●

（
「
ス
バ
ル
」
派
・
「
三
田
文
学
」
派
）

『
細
雪
』

後
期
浪
漫
主
義

し
げ
も
と

『
少
将
滋
幹
の
母
』

『
鍵
』

ふ
う
て
ん

機
関
誌
「
ス
バ
ル
」

明
星
派
中
心
の
文
芸
集
団
。
反
自
然
主
義

『
瘋
癲
老
人
日
記
』

ス
バ
ル
派

耽
美
主
義
・
頽
唐
派
・
古
今
風

森
鷗
外
・
永
井
荷
風
・
上
田
敏
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●

■

「
早
稲
田
文
学
」
派

耽
美
主
義

自
然
主
義

ラ
イ
バ
ル

「
三
田
文
学
」
グ
ル
ー
プ

（
古
今
風
）
←

→
「
早
稲
田
文
学
」
グ
ル
ー
プ
（
万
葉
風
・
写
実
主
義
・
自
然
主
義
）

※
明
治

年
、
永
井
荷
風
中
心
。
雑
誌
「
三
田
文
学
」
。

43

慶
応
義
塾
中
心
、
「
早
稲
田
」
文
学
派
が
ラ
イ
バ
ル
。

か

ふ
う

永
井

荷
風
『
す
み
だ
川
』

『
あ
め
り
か
物
語
』

『
ふ
ら
ん
す
物
語
』

『
腕
く
ら
べ
』

ぼ
く
と
う

き
た
ん

『
お
か
め
笹
』

『

濹
東
奇
譚
』

『
つ
ゆ
の
あ
と
さ
き
』

森

鷗

外
『
生
田
川
』

じ
ゅ
ん
じ
ょ
う

佐
藤

春
夫
『
田
園
の
憂
鬱
』

『
殉
情
詩
集
』
詩

し
ゃ
じ
ん

『
都
会
の
憂
鬱
』

『
車
塵
集
』
詩

ま
ん

だ

ら

『
晶
子
万
陀
羅
』

久
保
田
万
太
郎
『
プ
ロ
ロ
オ
グ
』

『
春
泥
』

石
坂
洋
次
郎
『
若
い
人
』

『
丘
は
花
ざ
か
り
』

『
青
い
山
脈
』

『
石
中
先
生
行
状
記
』

『
山
と
川
の
あ
る
町
』

『
陽
の
あ
た
る
坂
道
』

上

田

敏

文
学
界
派

ス
バ
ル
派

CF

p4

CF

p12

も
く

木
下
杢
太
郎

明
星
派

CF

p7

北
原

白
秋

明
星
派

CF

p7

※
明
治

年
、
坪
内
逍
遥
を
中
心
と
す
る
早
稲
田
大
学
文
学
部
中
心
。

24

明
治

年
代
に
中
断
さ
れ
る
が

年
に
島
村
抱
月
に
よ
っ
て
再
興

30

39

さ
れ
る
。

坪
内

逍
遥
『
小
説
神
髄
』
評
論

『
当
世
書
生
気
質
』

『
桐
一
葉
』

島
村

抱
月

ど

こ

正
宗

白
鳥
『
何
処
へ
』

『
微
光
』

『
泥
人
形
』

近
松

秋
江
『
別
れ
た
る
妻
に
送
る
手
紙
』

『
黒
髪
』

広
津

和
郎
『
神
経
病
時
代
』

宇
野

浩
二
『
蔵
の
中
』

『
子
を
貸
し
屋
』

葛
西

善
蔵
『
子
を
つ
れ
て
』

『
哀
し
き
父
』

※
広
津
、
宇
野
、
葛
西
は
私
小
説
で
あ
り
、
特
に
破
滅
型
・
心

境
小
説
と
呼
ば
れ
る
。
「
奇
磧
」
派
と
も
呼
ば
れ
る
。
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●

人
道
主
義
＝
新
理
想
主
義

機
関
誌
「
白
樺
」

「
白
樺
」
派

※
真
・
善
・
美
の
一
致
を
目
指
し
、
耽
美
主
義
を
否
定
。

※
新
し
き
村
▼
明

年
43

武
者
小
路
実
篤
を
中
心
と
し
た
学
習
院
関
係
者
の
集
団
。

（
九
州
宮
崎
県
に
作
っ
た
芸
術
家
村
）

ト
ル
ス
ト
イ
（
露
）
の
影
響
。

ひ
ゃ
く
ぞ
う

武
者
小
路
実
篤
『
お
目
で
た
き
人
』

『
そ
の
妹
』

倉
田

百
三
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
戯

『
友
情
』

『
愛
と
死
』

『
幸
福
者
』

『
思
索
と
体
験
』
評
論

『
人
間
万
歳
』

『
愛
慾
』

『
真
理
先
生
』

『
愛
と
認
識
と
の
出
発
』
評
論

た
け
お

ま
つ
え
い

有
島

武
郎
『
宣
言
』

『
カ
イ
ン
の
末
裔
』

有
島
武
郎

い
く
ま

『
惜
し
み
な
く
愛
は
奪
う
』

『
生
ま
れ
出
る
悩
み
』

有
島
三
兄
弟

有
島
生
馬

『
小
さ
き
者
へ
』

『
或
る
女
』

『
宣
言
一
つ
』

里
見

弴

『
一
房
の
葡
萄
』
児

志
賀

直
哉
『
網
走
ま
で
』

『
大
津
順
吉
』

き

『
清
兵
衛
と
瓢
箪
』

『
城
の
崎
に
て
』
（
心
境
小
説
）

あ
ん
や

こ
う
ろ

『
和
解
』

『
小
僧
の
神
様
』

『
暗
夜
行
路
』

木
下

利
玄
『
紅
玉
』

『
一
路
』

と
ん

里
見

弴

『
善
心
悪
心
』

『
多
情
仏
心
』

キ
リ
ス
ト

長
与

善
郎
『
青
銅
の
基
督
』

『
竹
沢
先
生
と
云
う
人
』
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新
技
巧
派
・
新
現
実
主
義
・
理
知
主
義
・
芸
術
至
上
主
義

¨

「
新
思
潮
」
派

反
自
然
主
義
的
・
新
古
今
的

※
東
京
大
学
文
学
部
関
係
者
の
機
関
誌
「
新
思
潮
」
に
よ
る
文
芸
集
団
。
元
来
は
明
治
四
〇
年

に
小
山
内
薫
が
主
宰
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
学
史
で
言
う
〈
新
思
潮
派
〉
と
は
大
正
年
間

に
活
躍
し
た
明
治
中
期
生
ま
れ
の
東
京
帝
国
大
学
中
心
の
若
手
を
言
う
。

或
る
日
の
暮
方
の
事
で
あ
る
。
一
人
の
下
人
が
、
羅
生

い
も
が
ゆ

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
』

『
芋
粥
』

『
鼻
』

門
の
下
で
雨
や
み
を
待
っ
て
い
た
。

（
『
羅
生
門
』
）

げ
さ
く

ざ
ん
ま
い

ち
ゅ
う
と
う

『
煙
草
と
悪
魔
』

『
戯
作
三
昧
』

『
偸
盗
』

ほ
う
き
ょ
う
に
ん

『
地
獄
変
』

『
蜘
蛛
の
糸
』
児

『
奉
教
人
の
死
』

か
れ
の
し
ょ
う

み
か
ん

『
枯
野
抄
』

『
蜜
柑
』

「
赤
い
鳥
」
文
学
運
動

※
児
童
文
学
・
童
謡

『
妖
婆
』

『
舞
踏
会
』

『
秋
』

鈴
木
三
重
吉
cf
p10

と
し
し
ゅ
ん

『
杜
子
春
』

『
邪
宗
門
』

『
薮
の
中
』

北
原

白
秋
cf
p7

『
神
々
の
微
笑
』

『
ト
ロ
ッ
コ
』
児

し
ゅ
じ
ゅ

に
い
み

な
ん
き
ち

『
侏
儒
の
言
葉
』

『
雛
』

新
美

南
吉
『
う
た
時
計
』
＃

く
ら
の

す
け

『
或
る
日
の
大
石
内
蔵
助
』

『
文
芸
的
な
余
り
に
文
芸
的
な
』

『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
児

『
河
童
』

『
或
阿
呆
の
一
生
』

『
歯
車
』

『
て
ぶ
く
ろ
を
買
い
に
』
＃

げ
ん
が
く

『
玄
鶴
山
房
』

『
西
方
の
人
』

『
続
西
方
の
人
』

【
児
童
文
学
】

お
ん
し
ゅ
う

た
だ
な
お

菊

池

寛
『
恩
讐
の
彼
方
に
』

『
忠
直
卿
行
状
記
』

な
か

か
ん

す
け

『
蘭
学
事
始
』

芥
川
賞
・
直
木
賞
創
設

中

勘

助
『
銀
の
匙
』

CF

p19

小
川

未
明
『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
』

は

せ
ん

久
米

正
雄
『
破
船
』

下
村

湖
人
『
次
郎
物
語
』

え
い
じ

さ
か
ざ
き

で
わ
の
か
み

山
本

有
三
『
嬰
児
殺
し
』

『
坂
崎
出
羽
守
』

『
海
彦
山
彦
』
＃

『
波
』

『
風
』

『
女
の
一
生
』

『
真
実
一
路
』

『
路
傍
の
石
』
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■

雑
誌
「
種
蒔
く
人
」
（
社
会
主
義
思
想
）

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

「
文
芸
戦
線
」

「
戦
旗
」

ã

Û

「
文
芸
戦
線
」
派

す
え
き
ち

青
野

季
吉
『
転
換
期
の
文
学
』
評
論

葉
山

嘉
樹
『
海
に
生
く
る
人
々
』

『
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
』

平
林
た
い
子
『
施
療
室
に
て
』

「
戦
旗
」
派

か
に
こ
う
せ
ん

小
林
多
喜
二
『
蟹
工
船
』

『
党
生
活
者
』

林

芙
美
子
『
放
浪
記
』

ふ
う
き
ん

う
お

『
風
琴
と
魚
の
町
』
＃

す
な
お

徳

永

直
『
太
陽
の
な
い
街
』

『
晩
菊
』
＃

『
浮
雲
』
＃

中
野

重
治
『
中
野
重
治
詩
集
』
詩

『
む
ら
ぎ
も
』

ロ

バ

※
雑
誌
「
驢
馬
」
を
室
生
犀
星
・
堀
辰
雄
と
発
行

転
向
文
学

野
上
弥
生
子
『
真
知
子
』

CF

p19

『
海
神
丸
』

宮
本

顕
治
『
敗
北
の
文
学
』
（
芥
川
龍
之
介
論
）

『
迷
路
』

『
秀
吉
と
利
休
』

ば
ん
し
ゅ
う

宮
本
百
合
子
『
伸
子
』

『
播
州
平
野
』

※
林
と
野
上
と
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
直
接

蔵
原

惟
人
『
リ
ラ
の
花
』

『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
道
』
評
論

参
加
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

の
側
か
ら
〈
進
歩
的
作
家
〉
と
呼
ば
れ
る
。

佐
多

稲
子
『
キ
ャ
ラ
メ
ル
工
場
か
ら
』
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●

雑
誌
「
文
芸
時
代
」1924T13･10

～1927S2･5

反
リ
ア
リ
ズ
ム

新
感
覚
派

※
震
災
後
の
既
成
文
体
の
改
革
を
目
指
す
語
彙
と
詩
と
リ
ズ
ム
の
実
験
小
説
運
動
。

立
体
派
・
未
来
派
・
ダ
ダ
イ
ズ
ム
・
表
現
主
義
な
ど
二
十
世
紀
前
衛
芸
術
の
受
容
。

り
い
ち

横
光

利
一
『
蝿
』

『
頭
な
ら
び
に
腹
』

冒
頭
→

真
昼
で
あ
る
。
特
別
急
行
列
車
は
満
員
の
ま
ま
全
速
力

お
ん
み

に
ち
り
ん

た

む
し

『
御
身
』

『
日
輪
』

『
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
田
虫
』

で
駆
け
て
い
た
。
沿
線
の
小
駅
は
石
の
よ
う
に
黙
殺
さ
れ

し
ゃ
ん
は
い

『
春
は
馬
車
に
の
っ
て
』

『
機
械
』

『
上
海
』

た
。

（
『
頭
な
ら
び
に
腹
』
）

『
紋
章
』

『
家
族
会
議
』

『
純
粋
小
説
論
』
評
論

『
旅
愁
』

川
端

康
成
『
雪
国
』

『
伊
豆
の
踊
り
子
』

冒
頭
→

道
が
つ
づ
ら
折
り
に
な
っ
て
、
い
よ
い
よ
天
城
峠
に
近

き
ん
じ
ゅ
う

『
禽
獣
』

『
名
人
』

『
千
羽
鶴
』

づ
い
た
と
思
う
頃
、
雨
脚
が
杉
の
密
林
を
白
く
染
め
な
が

『
山
の
音
』

『
古
都
』

『
眠
れ
る
美
女
』

ら
、
す
さ
ま
じ
い
早
さ
で
麓
か
ら
私
を
追
っ
て
き
た
。

よ

い
ち

中
川

与
一
『
天
の
夕
顔
』

（
『
伊
豆
の
踊
り
子
』
）

こ
ん

と
う

こ
う

今

東

光
『
痩
せ
た
花
嫁
』

『
お
吟
さ
ま
』

『
悪
名
』

宮
沢

賢
治
『
春
と
修
羅
』

●

昭
和
初
期
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
の
集
団

『
注
文
の
多
い
料
理
店
』

新
興
芸
術
派

え
い
け
つ

『
永
訣
の
朝
』

く
れ
な
い
だ
ん

川
端

康
成
『
浅
草
紅
団
』

『
農
民
芸
術
概
論
綱
要
』
評
論

ご
う
く

嘉
村

磯
多
『
業
苦
』

『
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
ォ
の
氷
霧
』

尾
崎

士
郎
『
人
生
劇
場
』

『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』

井
伏

鱒
二
『
山
椒
魚
』

『
屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン
』

『
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
』

た

じ
ん
こ

『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』

『
多
甚
古
村
』

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

『
本
日
休
診
』

『
黒
い
雨
』

『
風
の
又
三
郎
』

阿
部

知
二
『
冬
の
宿
』

『
日
月
の
窓
』

『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』

レ
モ
ン

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』

『
城
の
あ
る
町
に
て
』

『
よ
だ
か
の
星
』

『
冬
の
日
』

『
冬
の
蝿
』
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●

一
九
二
〇
年
代

（
昭
和
文
学

戦
後
文
学

現
代
文
学
）

新
心
理
主
義

ã

ã

※
意
識
の
流
れ
・
内
的
独
白
に
よ
り
新
感
覚
派
風
の
印
象
描
写
を
止
揚

み
ち

伊

藤

整
『
雪
明
り
の
路
』

『
新
心
理
主
義
文
学
』
評
論

ゆ
う
き

『
幽
鬼
の
街
』

『
小
説
の
方
法
』
評
論

な
る
み

せ
ん
き
ち

は
ん
ら
ん

『
鳴
海
仙
吉
』

『
火
の
鳥
』

『
氾
濫
』

堀

辰

雄
『
聖
家
族
』

『
美
し
い
村
』
『
風
立
ち
ぬ
』

『
菜
穂
子
』

『
大
和
路
・
信
濃
路
』
随

「
四
季
」
派

●

堀

辰

雄

新
心
理
主
義

CF

p18

室
生

犀
星
『
抒
情
小
曲
集
』

『
愛
の
詩
集
』

『
性
に
目
覚
め
る
頃
』

『
幼
年
時
代
』

あ
ん
ず

『
あ
に
い
も
う
と
』

『
杏
っ
子
』

三
好

達
治
『
測
量
船
』

丸
山

薫
『
青
春
不
在
』

萩
原
朔
太
郎
『
月
に
吠
え
る
』

『
青
猫
』

※
口
語
自
由
詩
の
完
成
者

『
詩
の
原
理
』
評
論

『
氷
島
』

中
原

中
也
『
山
羊
の
歌
』

『
在
り
し
日
の
歌
』

わ
す

立
原

道
造
『
萓
れ
草
に
寄
す
』

『
暁
と
夕
の
詩
』

行
動
主
義

●

船
橋

聖
一
『
ダ
イ
ヴ
ィ
ン
グ
』

『
芸
者
小
夏
』

阿
部

知
二

新
興
芸
術
派

CF

p17

伊
藤

整

新
心
理
主
義

CF

p18
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●

菊
池
寛
に
よ
る
芥
川
賞
・
直
木
賞
の
創
設

大
衆
文
学だ

い
ぼ
さ
つ
と
う
げ

中
里

介
山
『
大
菩
薩
峠
』

芥
川
賞
（
第
一
回
）

そ
う
ぼ
う

吉
川

英
治
『
宮
本
武
蔵
』

石
川

達
三
『
蒼
氓
』

お
さ
ら
ぎ

大
佛

次
郎
『
帰
郷
』

『
パ
リ
燃
ゆ
』

『
鞍
馬
天
狗
』

直
木
賞
（
第
一
回
）

も
み

山
本
周
五
郎
『
よ
じ
よ
う
』
＃

『
樅
の
木
は
残
っ
た
』

川
口
松
太
郎
『
鶴
八
鶴
次
郎
』

直
木
三
十
五
『
南
国
太
平
記
』

海
音
寺
潮
五
郎
『
二
本
の
銀
杏
』

『
孫
子
』

ま
ぶ
た

長
谷
川

伸
『
夜
も
す
が
ら
検
校
』

『
瞼
の
母
』
戯

吉
屋

信
子
『
地
の
果
て
ま
で
も
』

『
良
人
の
貞
操
』

三

木

清
『
パ
ス
カ
ル
に
於
け
る
人
間
の
研
究
』
＃

獅
子

文
六
『
自
由
学
校
』

『
娘
と
私
』

『
人
生
論
ノ
ー
ト
』

※
転
向
せ
ず
戦
争
直
後
に
獄
死

■

※
労
働
者
解
放
運
動
の
挫
折

プ
ロ
リ
タ
リ
ア
文
学

転
向
文
学

CF

p16

▲
村
山

知
義
『
百
夜
』

『
忍
び
の
者
』

私
小
説
へ

中

島

敦
『
山
月
記
』

ã

か

▲
徳
永

直
『
太
陽
の
な
い
街
』

私
小
説
へ

『
文
字
禍
』

ã

こ
ひ
ょ
う

■
中
野

重
治
『
村
の
家
』

穏
健
社
会
主
義
へ

『
狐
憑
』

ã

ミ

イ

ラ

■
島
木

健
作
『
生
活
の
探
求
』

『
赤
蛙
』

穏
健
社
会
主
義
へ

『
木
乃
伊
』

ã

こ
た
ん

◎
林

房
雄
『
獄
中
記
』

フ
ァ
シ
ズ
ム
へ

『
古
譚
』

ã

『
光
と
風
と
夢
』

◎

機
関
誌
「
日
本
浪
漫
派
」

『
弟
子
』

日
本
浪
漫
派

り
り
ょ
う

『
李
陵
』

亀
井
勝
一
郎
『
人
間
教
育
』
＃

『
大
和
古
寺
風
物
誌
』
評
論

※
カ
フ
カ
（
独
）
の
影
響

太

宰

治

林

房

雄

隴
西
の
李
徴
は
博
学
才
穎
、
天
宝
の
末
年
、
若
く
し
て

ろ
う
せ
い

り
ち
ょ
う

さ
い
え
い

神
保
光
太
郎

名
を
虎
榜
に
連
ね
、
つ
い
で
江
南
尉
に
補
せ
ら
れ
た
が
、
…

こ
ぼ
う

い

ほ

萩
原
朔
太
郎

（
『
山
月
記
』
冒
頭
）
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●

〈
風
俗
小
説
〉

銃
後
文
学
報
国
運
動

丹
羽

文
雄
『
還
ら
ぬ
中
隊
』

小
林

秀
雄
『
様
々
な
る
意
匠
』
評
論

『
私
小
説
論
』
評
論

『
厭
が
ら
せ
の
年
齢
』

『
無
常
と
い
う
事
』
評
論

『
モ
オ
ツ
ア
ル
ト
』
評
論

『
顔
』

『
ゴ
ッ
ホ
の
手
紙
』
評
論

『
近
代
絵
画
』
評
論

『
親
鸞
と
そ
の
妻
』

『
考
へ
る
ヒ
ン
ト
』
評
論

『
無
私
の
精
神
』
評
論

『
本
居
宣
長
』
評
論

武
田
麟
太
郎
『
日
本
三
文
オ
ペ
ラ
』

※
ラ
ン
ボ
ー
（
仏
）
『
地
獄
の
季
節
』
の
翻
訳

『
一
の
酉
』

そ
う
ぼ
う

石
川

達
三
『
蒼
氓
』

『
生
き
て
い
る
兵
隊
』

『
井
原
西
鶴
』

あ
し

『
風
に
そ
よ
ぐ
葦
』

火
野

葦
平
『
麦
と
兵
隊
』

保
田
与
重
郎
『
日
本
の
橋
』

『
後
鳥
羽
院
』

「
人
民
文
庫
」

新
戯
作
派

◎

こ
き
ゅ
う

高
見

順
『
故
旧
忘
れ
得
べ
き
』

は
な

太

宰

治
『
道
化
の
華
』

『
晩
年
』

『
富
嶽
百
景
』

『
如
何
な
る
星
の
下
に
』

『
走
れ
メ
ロ
ス
』

『
駆
込
み
訴
え
』

『
津
軽
』

『
い
や
な
感
じ
』

『
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
』

『
斜
陽
』

『
人
間
失
格
』

『
死
の
淵
よ
り
』
詩

お
う
と
う

『
桜
桃
』

※
桜
桃
忌

伊

藤

整
『
小
説
の
方
法
』
評
論

新
心
理
主
義

田
宮

虎
彦
『
霧
の
中
』

CF

p18

ふ

げ
ん

石
川

淳
『
普
賢
』
『
焼
け
跡
の
イ
エ
ス
』

『
落
城
』

し

お
ん

あ
し
ず
り

『
処
女
懐
胎
』

『
紫
苑
物
語
』

『
足
摺
岬
』

坂
口

安
吾
『
風
博
士
』

『
堕
落
論
』
評
論

『
絵
本
』

『
日
本
文
化
私
観
』
評
論

『
白
痴
』

め
お
と

ぜ
ん
ざ
い

織
田
作
之
助
『
夫
婦
善
哉
』

『
可
能
性
の
文
学
』

田
村
泰
次
郎
『
肉
体
の
門
』

『
土
曜
夫
人
』



- 21 -

戦
後
文
学

第
二
次
大
戦
後
の
復
興
期
の
文
学
を
作
家
の
実
質
上
の

■

出
発
期
に
よ
っ
て
三
期
に
分
け
て
派
の
区
分
と
す
る

第
一
次
戦
後
派※

敗
戦
直
後
の
昭
和
二
十
一
年
一
月
に
埴
谷
雄
高
等
を
核
に
創
刊

戦
後
第
一
期
…
…
第
一
次
戦
後
派

し
た
雑
誌
「
近
代
文
学
」
が
先
導
す
る
。
戦
争
へ
の
反
動
が
強

戦
後
第
二
期
…
…
第
二
次
戦
後
派

い
。
実
存
主
義
的
傾
向
。

戦
後
第
三
期
…
…
第
三
の
新
人

埴
谷

雄
高
…
…
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
（
露
）
の
影
響

埴
谷
雄
高
『
意
識
』
＃

し
れ
い

し
れ
い

『
死
霊
』
→
冒
頭

『
死
霊
』

こ

く
う

『
虚
空
』
＃

野
間

宏
『
暗
い
絵
』

『
顔
の
中
の
赤
い
月
』

『
深
淵
』
＃

『
崩
壊
感
覚
』

『
真
空
地
帯
』

『
青
年
の
輪
』

『
幻
視
の
な
か
の
政
治
』
＃
評
論

『
闇
の
な
か
の
黒
い
馬
』
＃

椎
名

麟
三
『
深
夜
の
酒
宴
』

『
永
遠
な
る
序
章
』

『
影
絵
の
時
代
』
＃
随
筆

か
い
こ
う

『
赤
い
孤
独
者
』

『
邂
逅
』

『
自
由
の
彼
方
で
』

『
美
し
い
女
』

悪
意
と
深
淵
の
間
に
彷
徨
い
つ
つ

宇
宙
の
ご
と
く

中
村
真
一
郎
『
空
中
庭
園
』

『
死
の
影
の
下
に
』

私
語
す
る
死
霊
た
ち

『
シ
オ
ン
の
娘
等
』

『
長
い
旅
の
終
わ
り
』

最
近
の
記
録
に
は
嘗
て
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る

げ
ん
げ

梅
崎

春
生
『
風
宴
』

『
桜
島
』

『
幻
化
』

ほ
ど
の
激
し
い
、
不
気
味
な
暑
気
が
つ
づ
き
、
そ
の
た
め

自
然
的
に
も
社
会
的
に
も
不
吉
な
事
件
が
相
次
い
で
起
こ

大
岡

昇
平
…
…
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
（
仏
）
の
影
響

っ
た
或
る
夏
の
終
り
の
或
る
曇
っ
た
、
蒸
暑
い
日
の
午
前

ふ

り
ょ
き

ふ
う
て
ん

『
野
火
』

『
俘
虜
記
』

×
×
瘋
癲
病
院
の
古
風
な
正
門
を
、
一
人
の
痩
せ
ぎ
す
な

『
武
蔵
野
夫
人
』

『
レ
イ
テ
戦
記
』

長
身
の
青
年
が
通
り
過
ぎ
た
。

（
『
死
霊
』
冒
頭
＃
）
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▲

◆
第
三
の
新
人

第
二
次
戦
後
派雑

誌
「
近
代
文
学
」
の
同
人
拡
大
に
参
加
し
た

吉
行
淳
之
介
『
原
色
の
街
』

し
ゅ
う
う

既
成
の
作
家
、
若
手
が
中
心
。

『
驟
雨
』

『
闇
の
中
の
祝
祭
』

安
部

公
房
『
赤
い
繭
』

『
壁
』

『
飢
餓
同
盟
』

『
砂
の
上
の
植
物
群
』

『
砂
の
女
』

『
他
人
の
顔
』

『
月
と
星
と
は
天
の
穴
』

『
箱
男
』

『
棒
に
な
っ
た
男
』

小
島

信
夫
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
』

『
抱
擁
家
族
』

ふ
う
ば
い
か

武
田

泰
淳
『
風
媒
花
』

『
ひ
か
り
ご
け
』

庄
野

潤
三
『
プ
ー
ル
サ
イ
ド
小
景
』

『
森
と
湖
の
ま
つ
り
』

安
岡
章
太
郎
『
悪
い
仲
間
』

『
海
辺
の
光
景
』

よ
し
え

堀
田

善
衛
『
広
場
の
孤
独
』

遠
藤

周
作
『
白
い
人
』

『
海
と
毒
薬
』

三
島
由
紀
夫
『
花
ざ
か
り
の
森
』

『
仮
面
の
告
白
』

『
留
学
』

き
ん
じ
き

『
愛
の
渇
き
』

『
禁
色
』

『
潮
騒
』

『
沈
黙
』

『
金
閣
寺
』

『
近
代
能
楽
集
』
戯

『
死
海
の
ほ
と
り
』

『
美
徳
の
よ
ろ
め
き
』

『
美
し
い
星
』

阿
川

弘
之
『
春
の
城
』

『
豊
饒
の
海
』

『
雲
の
墓
標
』

げ
ん
と
う

『
舷
燈
』

花
田

清
輝
『
復
興
期
の
精
神
』
評
論

三
浦

朱
門
『
セ
ル
ロ
イ
ド
の
塔
』

『
箱
庭
』

と
げ

島
尾

敏
雄
『
死
の
棘
』

曾
野

綾
子
『
遠
来
の
客
た
ち
』

（
三
浦
）

『
た
ま
ゆ
ら
』

『
塩
狩
峠
』
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現
代
小
説

▲

【
児
童
文
学
】

草
野

心
平
『
蛙
』

石
森

延
男
『
コ
タ
ン
の
口
笛
』
＃
児

す
け
ゆ
き

井

上

靖
『
闘
牛
』

『
猟
銃
』

『
あ
す
な
ろ
物
語
』

今
西

祐
行
『
肥
後
の
石
工
』
＃
児

い
ら
か

『
風
林
火
山
』

『
氷
壁
』

『
天
平
の
甍
』

木
下

順
二
『
夕
鶴
』
＃
戯
曲
・
児

ろ
う
ら
ん

と
ん
こ
う

『
楼
蘭
』

『
敦
煌
』

『
し
ろ
ば
ん
ば
』

竹
山

道
雄
『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』
＃
児

『
淀
殿
の
日
記
』

『
本
覚
坊
遺
文
』

壷

井

栄
『
二
十
四
の
瞳
』
＃
児

石
原
慎
太
郎
『
太
陽
の
季
節
』

有
吉
佐
和
子
『
地
唄
』

『
紀
の
川
』

『
香
華
』

ひ
し
ょ
く

は
な
お
か
せ
い
し
ゅ
う

『
非
色
』

『
華
岡
青
州
の
妻
』

『
恍
惚
の
人
』

な
ら
や
ま
ぶ
し
こ
う

深
沢

七
郎
『
楢
山
節
考
』

め

こ

う

大
江
健
三
郎
『
死
者
の
奢
り
』

『
飼
育
』

『
芽
む
し
り
仔
撃
ち
』

『
見
る
ま
え
に
跳
べ
』

『
叫
び
声
』

『
性
的
人
間
』

『
日
常
生
活
の
冒
険
』

『
個
人
的
な
体
験
』

『
厳
粛
な
綱
渡
り
』
随
筆

『
万
延
元
年
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』

開

高

健
『
裸
の
王
様
』

『
日
本
三
文
オ
ペ
ラ
』

松
本

清
張
『
点
と
線
』

『
日
本
の
黒
い
霧
』

倉
橋
由
美
子
『
パ
ル
タ
イ
』

『
婚
約
』

『
聖
少
女
』
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小
田

実
『
何
で
も
見
て
や
ろ
う
』

『
ガ
島
』

『
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
』

水

上

勉
『
雁
の
寺
』

『
五
番
街
夕
霧
楼
』

『
飢
餓
海
峡
』

う
つ
わ

さ
ん
げ

高
橋

和
巳
『
悲
の
器
』

『
散
華
』

『
邪
宗
門
』

『
憂
鬱
な
る
党
派
』

『
孤
立
無
縁
の
思
想
』
評
論

吉
行
淳
之
介

第
三
の
新
人

CF

p22

に
れ

北

杜

夫
『
楡
家
の
人
々
』

※
斉
藤
茂
吉

の
息
子

cf
p6

柴

田

翔
『
さ
れ
ど
わ
れ
ら
が
日
々
』

よ
し
み

あ

ず
み
の

臼
井

吉
見
『
安
曇
野
』

吉
本

隆
明
『
言
語
に
と
っ
て
美
と
は
な
に
か
』

『
共
同
幻
想
論
』

※
吉
本
ば
な
な
の
父

よ
う
こ

古
井

由
吉
『
杳
子
』

村
上

龍
『
限
り
な
く
透
明
に
近
い
ブ
ル
ー
』

清
岡

卓
行
『
ア
カ
シ
ア
の
大
連
』

て
る

宮

本

輝
『
泥
の
川
』

『
螢
川
』

『
道
頓
堀
川
』
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女
流
文
学

文
学
史

【
近
現
代
】

新
声
社

小
金
井
喜
美
子

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
派

中
村
汀
女

「
明
星
」
派

与
謝
野
晶
子

『
み
だ
れ
髪
』

1
9
0
1
M
3
4

「
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」

1
9
0
4
M
3
7

岡
本
か
の
子

『
家
霊
』

1
9
3
9
S
1
4

『
生
々
流
転
』

1
9
3
9
S
1
4

「
青
鞜
」

平
塚
ら
い
て
う

『
元
始
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
』

1
9
1
1
M
4
4

田
村
俊
子

『
あ
き
ら
め
』

1
9
0
9
M
4
2

「
文
芸
戦
線
」
派

平
林
た
い
子

『
施
療
室
に
て
』

1
9
2
7
S
0
2

「
戦
旗
」
派

宮
本
百
合
子

『
伸
子
』

1
9
2
4
T
1
3

『
播
州
平
野
』

1
9
4
6
S
2
1

佐
多
稲
子

『
キ
ャ
ラ
メ
ル
工
場
か
ら
』

1
9
2
8
S
0
3

そ
の
他

林
芙
美
子

『
放
浪
記
』

1
9
2
8
S
0
3

『
風
琴
と
魚
の
町
』

1
9
3
1
S
0
6

『
晩
菊
』

1
9
4
8
S
2
3

『
浮
雲
』

1
9
4
9
S
2
4

そ
の
他

野
上
弥
生
子

『
真
知
子
』

1
9
2
8
S
0
3

『
海
神
丸
』

1
9
2
2
T
1
1

『
迷
路
』

1
9
3
7
S
1
2

『
秀
吉
と
利
休
』

1
9
6
2
S
3
7

壷
井
栄

『
二
十
四
の
瞳
』

1
9
5
2
S
2
7

大
衆
文
学

吉
屋
信
子

『
地
の
果
て
ま
で
も
』

1
9
1
9
T
0
8

『
良
人
の
貞
操
』

1
9
3
7
S
1
2

現
代
小
説

倉
橋
由
美
子

『
パ
ル
タ
イ
』

1
9
6
0
S
3
5

『
婚
約
』

1
9
6
0
S
3
5

『
聖
少
女
』

1
9
6
5
S
4
0

有
吉
佐
和
子

『
地
唄
』

1
9
5
6
S
3
1

『
紀
の
川
』

1
9
5
9
S
3
4

『
香
華
』

1
9
6
1
S
3
6

『
非
色
』

1
9
6
3
S
3
8

『
華
岡
青
州
の
妻
』

1
9
6
6
S
4
1

『
恍
惚
の
人
』

1
9
7
2
S
4
7

第
三
の
新
人

曾
野
綾
子

『
遠
来
の
客
た
ち
』

1
9
5
4
S
2
9

（
三
浦
綾
子
）

『
た
ま
ゆ
ら
』

『
塩
狩
峠
』
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子
供
用
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
も
の
を
含
む

児
童
文
学

尾
崎

紅
葉
『
金
色
夜
叉
』

頁

2

伊
藤
左
千
夫
『
野
菊
の
墓
』

頁

6

夏
目

漱
石
『
坊
つ
ち
や
ん
』

頁

10

森

鷗
外
『
阿
部
一
族
』

頁

11

★

森

鷗
外
『
山
椒
大
夫
』

頁

11

有
島

武
郎
『
一
房
の
葡
萄
』

頁

14

志
賀

直
哉
『
小
僧
の
神
様
』

頁

14

志
賀

直
哉
『
暗
夜
行
路
』

頁

14

芥
川
龍
之
介
『
蜘
蛛
の
糸
』

頁

15

芥
川
龍
之
介
『
杜
子
春
』

頁

15

芥
川
龍
之
介
『
ト
ロ
ッ
コ
』

頁

15

菊
池

寛
『
恩
讐
の
彼
方
に
』

頁

15

山
本

有
三
『
真
実
一
路
』

頁

15

山
本

有
三
『
路
傍
の
石
』

頁

15

中

勘

助
『
銀
の
匙
』

頁

15

★
新
美

南
吉
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』

頁

15

新
美

南
吉
『
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』

坪
田

譲
治
『
風
の
中
の
子
供
』

小
泉

八
雲
『
耳
な
し
芳
一
』

吉
野
源
三
郎
『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』

川
端

康
成
『
伊
豆
の
踊
り
子
』

頁

17

井
伏

鱒
二
『
山
椒
魚
』

頁

17

井
伏

鱒
二
『
屋
根
の
上
の
サ
ワ
ン
』

頁

17

宮
沢

賢
治
『
春
と
修
羅
』

頁

17

★
宮
沢

賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』

頁

17

宮
沢

賢
治
『
永
訣
の
朝
』

頁

17

宮
沢

賢
治
『
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
ォ
の
氷
霧
』

頁

17

宮
沢

賢
治
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』

頁

17

宮
沢

賢
治
『
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
』

頁

17

宮
沢

賢
治
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

頁

17

宮
沢

賢
治
『
風
の
又
三
郎
』

頁

17

宮
沢

賢
治
『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』

頁

17

宮
沢

賢
治
『
よ
だ
か
の
星
』

頁

17

★
小
川

未
明
『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
』

頁

18

太
宰

治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』

頁

20

井
上

靖
『
し
ろ
ば
ん
ば
』

頁

23

石
森

延
男
『
コ
タ
ン
の
口
笛
』

頁

23

今
西

祐
行
『
肥
後
の
石
工
』

頁

23

木
下

順
二
『
夕
鶴
』

頁

23

木
下

順
二
『
彦
市
ば
な
し
』

頁

23

椋

鳩

十
『
孤
島
の
野
犬
』

斉
藤

隆
介
『
ベ
ロ
出
し
チ
ョ
ン
マ
』

下
村

湖
人
『
次
郎
物
語
』

頁

23

★
竹
山

道
雄
『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』

頁

23

壷

井

栄
『
二
十
四
の
瞳
』

頁

23

壷

井

栄
『
坂
道
』

北

杜

夫
『
楡
家
の
人
々
』

頁

24

石
井

桃
子
『
ノ
ン
ち
ゃ
ん
雲
に
乗
る
』



- 27 -


